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在学生もしくは修了生の代表的な研究業績など（学会の受賞歴、学会発表や論文など）

単細胞生物の環境シグナルの受容と伝達の分子機構に関する研究
魚類体系学と硬骨魚類の比較解剖学的研究
魚類の分類学・体系学・形態学に関する研究
海洋動物の分類学・体系学及び資源動態に関する研究
古植物学・花粉学的手法による植生史の解明
薬用資源植物の分子分類，品質評価および生産に関する研究

分子生理学特論 ／ 魚類進化形態学特論 ／ 魚類系統分類学特論 ／ 海洋動物生態学特論
古生態学特論 ／ 薬用資源植物学特論

国立科学博物館，京都大学総合博物館，福島工業高等専門学校, 東洋電化テクノリサーチ,
筑波大学，ミャンマー連邦共和国天然資源環境保全省森林局森林研究所

中山直英：平成22年度笹川科学研究奨励賞，日本科学協会（2011.4）
中山直英：平成23年度高知大学研究顕彰制度「大学院生研究奨励賞」（2012.1）
十亀陽一郎：平成23年度高知大学研究顕彰制度「大学院生研究奨励賞」（2012.1）*修士
中江雅典：2007年度（平成19年度） 日本魚類学会論文賞
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　陸と海洋の環境を連続的に捉え，陸上の動植物から深海底の動物にいたる分類群の多様性の歴
史，現状ならびに将来を自然史学の視点から考察します。陸域環境の保全は海洋生物群集の多様
性と個々の種の生産量と連続性を保証します。一方，個体ないし細胞レベルの多様な生命現象もま
た種の存続に深く関与しています。生物の階層のあらゆるレベルにおける多様性の維持は世界的な
緊急課題であり，生物多様性にかかわる教育研究は人類の存続に大きく寄与できるものです。

中山 直英 なかやま なおひで
2016年3月修了
京都大学総合博物館特定助教

　京都大学総合博物館のスタッフとして充実した日 を々送っています。高知大では遠藤広光教授のもと、学
部から大学院まで一貫して深海魚の分類を研究しました。博士論文のために、国内外の博物館やフィールド
を飛び回っていた日々が昨日のようです。京都に移ってからは、博物館に所蔵されている脊椎動物標本の維
持管理や、標本をベースにした魚類の多様性研究に取り組んでいます。最近は東南アジアでの仕事が増え
ましたが、高知で身につけた専門的な知識やコミュニケーション能力が大いに役立っています。

【ボルボックス】池や田んぼなどに生息する群体性の
原生生物。大きさは0.3～ 0.5 ㎜で、２本の鞭毛
をもつ単細胞の緑藻がたくさん集合したもの。

【オオスジイシモチの頭部】水の流れを感じる感覚
器である感丘の観察用に蛍光染色した標本。

【ノジギクの花粉】牧野富太郎博士が発見・命名
した植物の１つで、高知県では西部の海岸に多
い野菊。

【アカウミガメの産卵調査】高知海岸の砂浜へ上陸したアカウミガメの計測の様子。 【豊旗丸での海洋調査】土佐湾内でのケタ網による底生動物の採集風景。


